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1．PSTI　RIA　Kitの検討

金森勇雄矢橋丈俊吉田宏
樋口ちづ子　　市川　秀男　　山田　行雄

中野　　哲

熊田　　卓

佐々木常雄

　（大垣市民病院・放・特放セ）

武田　　功　　小沢　　洋

　　　　　　　　　　（同・消）

石口　恒男　　　　　（名大・放）

　近年，Pancreactic　Secretory　Trypsin　lnhibitor（PSTI）

RIA　Kitが開発された．われわれもこのKitを入手す

る機会を得，基礎的検討を行った．

　〔結果〕　1）標準曲線：各測定濃度におけるC・V．は

1．1～9．8％の間にあった．

　2）Incubation条件：1st　incubationは25°C，2時間．

2nd　incubationは25°C，30分で良好なる測定結果が得

られた．

　3）再現性（C．V．）：同時再現性は3．3～9．8％，日差再

現性は3．0～5．2％の間にあった．

　4）回収率：89．7～110．8％の間にあった．

　5）希釈試験：原点に集約される良好なる直線性が得

られた．

　6）PSTIと各種膵酵素との相関：Amylase，　Lipase，

Trypsinとの相関は認められないが，　Elastase－1との間

はr＝0．53（n＝31，P＜0．05）で正の相関が認められた．

　7）基礎値（mean±：S．D．）は，男性11．3士3．4　ng／m1，

女性9．1±3．5　ng／m1であった．

　本キットは手技的に簡便であり，測定感度も優れ，い

ずれの基礎的検討も頗る良好であることより，測定上の

問題のないキットであると考えられる．
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